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１．自己紹介
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中村 けん牛 自己紹介
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プライム･ストラテジー株式会社 代表取締役

世界のWebサイトの20％で利用されているソフ

トウェアのWordPressでWebサイトを制作したり、

システム開発を行ったりしています。

ジャカルタと東京で活動しています。

f kengyu.nakamura



WordPressコンサルタント

4

ー 米国Automatic社 Code Poet コンサルタントリストに掲載 ー

プライム・ストラテジーは世界に52社ある
WordPressコンサルタントの１社です。



Bank Negara Indonesia 様
BNI TOKYO 様 のコーポレートサイト

主なWordPress開発実績

5



主なWordPress開発実績
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Microsoft 様
WonrdPress On Windows Azureのテキスト執筆およびサンプルサイト構築



主なWordPress開発実績
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Adobe Systems 様
情報ポータルサイト、ソリューション事例サイト



JTB アジアパシフィック 様
世界中のグループ各社で利用する社内ポータルサイト（イントラサイト）

主なWordPress開発実績
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主なWordPress開発実績
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テレビ朝日 様
番組ブログポータル



執筆書籍
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（出版社：ソフトバンク クリエイティブ株式会社）

本格ビジネスサイトを作りながら学ぶ

WordPressの教科書
シリーズ

Amazon総合ランキング１位獲得
日本、韓国で累計３万部突破。



執筆書籍
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２０１４年夏にインドネシアでも

『WordPress Text Book』 (仮称)
を出版予定
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２．本日お話すること



本日お話すること
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前半

ジャカルタに進出、撤退、再進出した経緯

後半

失敗から学んだインドネシアで戦い続ける
ための方法論



話の前提
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B to B B to C

すでにスケールしている まだこれから
（大手企業） （ベンチャー企業）

販売 生産



話の前提
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B to B B to C

すでにスケールしている まだこれから
（大手企業） （ベンチャー企業）

販売 生産
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３．ジャカルタ進出、撤退、再進出



旧PMA時代（2005年3月～2006年8月）
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プライム・ストラテジー・インドネシア（1年6ヶ月）



ローカル企業時代（2006年9月～2013年8月）
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プリマ・ソフティンド（7年）



新PMA時代（2013年9月～現在）

19

プライム・ストラテジー・インドネシア（6ヶ月）
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４．ジャカルタ撤退



撤退までどんなビジネスをしていたのか？
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１．オフショア開発

２．自社サービスの開発



なぜ、インドネシアか
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生産（開発）のコストメリット



撤退とは？
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全従業員を解雇して、

支払いも止めて、

キャッシュを吹っ飛ばして、

日本に逃げ帰ることです。



原因は？
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日本での販売不振

３ヶ月後の資金繰りのめどが付いていない状況



日本で負けた
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そのときジャカルタでは

日本のその後
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５．進出から撤退までに学んだこと



ではジャカルタではうまくいっていたのか？

27

マーケット感覚の欠如

広すぎる業務内容



良かったことは？
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後から考えると、人には恵まれていました。
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６．ローカル企業時代に学んだこと



ローカル企業設立の経緯
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自社サービスの開発の継続

証を残す



前回の失敗から学んだこと
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事業の集中と選択

システム開発の言語

絞った事業をやっていると評判になる



どうやって集客したか
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集客用のWebサイトを作ってみたが

営業できる人間がいない



この時代を生き残った最大の要因はコスト
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ブランドがないということ

東京はスタートアップに厳しい？

コストをかけないことを徹底する



この時代もう一つ苦労したこと

34

採用

継続は力
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７．再進出から現在まで



現在の状況
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業務内容

日本から持ち込んだ武器と方法論

その結果
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８．インドネシアで戦い続けるために



結論
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「現地事情とローカライズ」

というのももちろん大事ですが



結論
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「日本でもそのやり方をやって通用するか？強み
にできるか？」

つまり、

「日本での強みを活かす」



日本での強みを活かすとは
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日本での強みというのは、すでにブランドやサービ
ス、仕組みがあるのであれば徹底してそれを使う。

また、日本で強みを作ってきた、つまり、ブランドや
サービス、仕組みを作ってきたプロセスや考え方そ
のものを活かすということです。
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９．ブランドとマーケティングについて



ブランドがないと
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ローカル時代の悩み

社名やサービスそのものがブランドの会社

空気になるとは？
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１０．ポジショニングについて



ポジショニング戦略とは
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コアの事業と収益源

「インドネシア唯一のWordPressコンサルタント企
業」

絶対的No.１か？



ポジショニングすると
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受注、出版、講演

つまり、インドネシアでもポジショニングできればブ
ランドにもマーケティングにもなる
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１１．IT事情とマーケティング



IT環境
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インターネット環境の９年前と今

PCへの投資と生産性

Webマーケティング
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１２．人材採用について



退職、退職から学んだこと
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ローカル企業時代

退職者が減ったばかりか

理由はポジショニング



９年間続けられた最大の理由
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インドネシア人社長

信頼できて理解し合えるインドネシア人
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１３．営業について



営業に行くときに気をつけていること
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スーツで行くこと

時間前に行くこと
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１４．コミュニケーションについて



コミュニケーションのヒント
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一番は信頼できるインドネシア人のブレーン

どの言語でコミュニケーションするか
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１５．オフィスと通勤について



ジャカルタの渋滞
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スカイラインビルディングは良かったと思っていた
が

渋滞の現実

オフィスの立地
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１６．まとめ



結論
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「現地事情とローカライズ」

というのももちろん大事ですが、



結論
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一番大事なのは

「日本でもそのやり方をやって通用するか？強み
にできるか？」

つまり、

「日本での強みを活かす」



結論
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私たちの場合、一番強いのはポジショニング戦略
なので、これを徹底して今日も戦っています。



最後に
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最後になりましたが、７年半前にジャカルタから撤
退した私たちが、ここジャカルタに帰ってくることが
できて、みなさんの前でお話をすることができて本
当にうれしく思っています。

インドネシアのすべてに感謝しています。



62

ご清聴ありがとうございました。


